ヘイサセイ タイスイソウ ノ チュウヤカン チクネツ リヨウ ニ カンスル ケンキュウ by 中曽, 康壽
  
氏     名   中曽  康壽 
学 位 の 種 類   博士（工学） 
学 位 記 番 号   第 5938 号 
学位授与年月日   平成 25年 3 月 21 日 
学位授与の要件   学位規則第４条第２項該当者 
学 位 論 文 名   閉鎖性帯水層の昼夜間蓄熱利用に関する研究 
論文審査委員   主 査 教授 中尾 正喜      副 査 教授  大島 昭彦            
          副 査 教授 西村 伸也      副 査 准教授 西岡 真稔 
 
 














































 帯水層の昼夜間蓄熱利用の研究は海外では皆無であり、国内では先駆的研究が 2 例あるが、夜間
注水後、昼間の揚水温度応答（熱応答特性）を表現できるモデルを得ていない。 
そこで、本論文は、帯水層の熱応答特性モデルを確立するため、国内 2 ヶ所で試験井戸を掘削し、
帯水層を蓄熱槽として利用する際の熱応答特性に関する実験を実施している。地下水流動や汚染物質
の拡散状況を確認するために開発された熱流体数値計算プログラムを用い、そこで用いられる基礎式
や各種パラメータの適用可能性を検討し、日単位の帯水層蓄熱における熱応答特性の再現にあたって、
平均地下水流速と水理学的熱分散を代表する縦分散長が大きな影響を与えることを示している。さら
に、熱応答特性モデルを用いてパラメータ推定を行う方法が適切であること、地盤の熱容量や熱伝導
率、透水係数については、熱応答特性に大きな影響を与えないことを明らかにしている。同定された
分散長を用いた数値計算結果は 2 ヶ所の実験により得られた注水-揚水の温度応答を忠実に再現する
のみならず、既往研究のモデルでは再現が不可能であった実験データについても、熱応答特性の再現
性が大きく向上することを確認している。 
 続いて、実務設計への適用を考え、実用的な揚水量や注水-揚水温度領域において、流量-温度応答
を5%以内の精度で再現できる集中定数モデルを作成し、その妥当性の検証を行なっている。さらに、
帯水層蓄熱は地下水平均流速が低い場合、水蓄熱装置に匹敵する蓄熱特性を有し極めて実用性が高い
ことを示している。 
これらの成果は今後益々重要となる電力負荷の平準化に寄与するところが大きい。 
よって、本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
 
